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かひなしや水引草の花ざ力町 正岡子規

正岡子規はミズヒキの花を<甲斐なし>と詠んでいます。あまりにも小さく、地味に咲いている花をそう表現したのでしょう。

、さくてそっと咲いていても、その?E盛りを見てくれている人がいるのです。

上郷小学校の「野草園」の草花から学ぶこと

連休も終わり、少しずつ秋めいて来たことを感じます。 5年生が育てているイネの穂がこうべを下げ、その上

を滑るように飛て皎う、アキアカネを槻察できます。

上郷1、学校には、季節の変化を感じることができる自慢の場所が水田のほかにもうーつあります。それは、「野

草園」です。子どもたちの昇降口と水田に挟まれた、シダレザクラの下にある2畳ほどの広さの小さな花壇がそ

れです。ていねいに掲示された名札を数える限り、この野草園には、およそ40種類以上の草花が生息、している

ことが分かります。常時、季節の草詑が競うように咲き、野山の草花を楽しむことができる素敵な花壇で司、。

春にはホトケノザやノジスミレなどが咲き始め、花壇の色が薄紫色にわれます。初夏にはオオバコやホタル

ブクロがまるで季節のバトンを引き継ぐようにそれぞれの花々を咲力暄'ていきます。夏休みが終わる、 8月の下

旬には、赤い小さな花を点拍子で描いたようなミズヒキが現れます。気に留めなかったら気づかないくらい小さ

な花を咲力冠'るこの花の名前の由来は、細長い花茎にまばらにつく花が、上から1ネ赤く下からは白く見えること

から、「紅白の水引」にたとえられて命名されたと言われています。確かに、花壇に近づいて、下から花を見上げ

ると、赤く見えていた花が白く見えるから不思議で→、。

先日、教育実習生の指導のために学校を訪れた大学の先生が野草園をビ覧になり、耶艮られた広さの花壇に、何

種類もの野草が共存していること」に大変熱、ていましたb 確かに、複数の草才右が一定の囲まれた花壇に生息し

たとき、時間の経過と共に力の強い品種が茎弌眼を太くさせ、小さな目立たぬ品種をい隠してしまうもので司、。

しかし、この野草園では、植えられたーつーつの草花が、他を枯らすことなく上手に共存し、自分の花期に、そ

れぞ才珊割敦の違う花を咲力暄'続けているのです。改めて、上郷卜学校の「野草園」は大切に守り続けていきたい

自慢の場所だと思、うのです。そして、変わりゆく季節を感じながら、それぞれの野の花から学ぶことも多いと感

じます。この野草園は、学校の倉1殿と同時に作られた花壇です。上郷卜学校の前身である、矢沢小学校から移植

され、その後地域のボランティアの方々によって、大切に引き継がれています。

9月20日彼岸の入りの頃、「マンジュシャゲ」が真紅の花を咲力H!凌台めまし

たb 「ミズヒキ」とは真逆の存在感のある花です。この花からは、どんな発見

があるのでしょうか。季節ごとに移ろい咲く草花から様々なことを感じ取れる、

感性豊かな上郷1、学校の子どもたちになってもらいたいと願っています。

~地蛎立学キ交協億1本部「Dtenm 上郷」しこつし、て~

学校と地或保護者をつなぐ「D蛇血上郷」では、学校の様々な場面で活躍していただく

「ボラン牙イア」を募集中でt。「野草園」に関わる方も探しています。関心のある方は、右の
口

肌コードを読み取り、友途助nをお願いします。(妊城コーディネーター竹内)
^

台風14号・15号で、被害に遭われた方々に心よりお見舞い申し上げます。

樹兵市栄区犬山町6番1号
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